





















の The Right Question Institute のダン・ロスステイン氏らによる質問づくりの手法（Question 
Formulation Technique）をもとにして［4］、佐藤賢一氏により開発、実践されているグループ
ワークである。ハテナソンの詳細については、木村らの文献［3］ に詳しく説明されているが、



































































































































































































1．日　　時　　平成 29 年 6 月 16 日（木）　第 4校時（11：35～12：20）















































（評価の方法）関 思 技 知
武士の世の中につい
ての質問を考えるこ
とで学習の見通しを
もつ。【思①】
・「武士の世の中へ」を質問
の焦点とした質問づくりを
行い、学習の見通しをもと
う。
◇なぜ力をもっていた貴族か
ら武士の世の中へ変わった
のだろう。
◇武士はどのようなことを大
切にしていたのだろう。
○ ・武士はどのような
願いをもって政治を
行おうとしたのか、
質問をつくっている。
（ホワイトボード）
???????
武士の生活について
意欲的に調べ、武士
はどのような政治を
行おうとしたのかに
ついて
【関①】
・武士のやかたの様子（想像
図）を見て、武士はどのよ
うな人々で、どのようなく
らしをしていたのか、読み
取ったことを話し合おう。
◇武士のくらしは質素である。
◇領地を守るために武芸には
げんだのだ。
＊ P48 の武士のやかたの様子
（想像図）と P40 の貴族の
やしきの様子（想像図）を
比較することで、貴族と武
士の生活のちがいを想像す
ることができるようにする。
○《つかませたい内容》と用
語・語句
○ ・武士の生活の様子、
貴族の生活との違い、
武士の思いや願いに
ついて関心をもち、
意欲的に調べている。
（発言・行動観察）
「武士の世の中
へ」を焦点に質
問をつくろう。
43吉井優太郎・木村　成介
領地、豪族、武士、武芸
???
武士の政治の始まり
について、資料を活
用して調べ、源平の
戦いで源氏が平氏に
勝利した理由を考え
られるようにする。
【技①】【思②】
「武士の政治の始まりと源平合戦」（1時間）
・武士はどのようにして力を
つけてきたのかを調べよう。
◇武士の中でも平氏と源氏が
力をつけたのだ。
◇平清盛の、娘を天皇のきさ
きにし、平氏一族が朝廷の
重い役職を占めるというや
り方は、貴族の藤原氏と似
ている。
◇平清盛を中心とする平氏が、
貴族の藤原氏に代わって政
治を行うようになったが、
平氏が政治を思うままに動
かすようになると、貴族や
武士たちの間で不満が高
まったのだ。
＊ P50 の平清盛の年表など
の資料から、どのように武
士の平氏が力を付けてきた
か読み取るようにする。ま
た、藤原氏のやり方と比較
し、平氏への不満が高まっ
たことを理解できるように
する。
・源氏と平氏の争いは、どの
ような結果になったのかを
調べ、源氏が平氏に勝利し
た理由を考えよう。
◇平氏に不満をもっていた武
士たちが、自分たちの領地
を認めてくれる源頼朝のと
ころに集まってきて政治を
行うようになった。
＊ P50 の源頼朝の年表と平
清盛の年表を比較したり、
P51 の源氏の軍の進路を関
連付けたりすることで、源氏
がどのように平氏を破った
のかを読み取るようにする。
○《つかませたい内容》と用
語・語句
○
○ ・武士の政治の始ま
りについて、絵図や
年表などの資料を活
用して調べ、武士が
力をつけて政治を動
かすようになって
いったことを読み
取っている。（ノー
ト）
貴族が都ではなやかな生活をしている一方、地方の有力な農
民は、田畑を切り開いて領地を拡大し、自分の領地を守るた
めに武芸にはげみ、武士となった。
武士はどのように
して勢力をのばし
たのだろうか。
44 小学校におけるハテナソンの実践
幕府、征夷大将軍、武士団、
源平合戦、源頼朝、平清盛、 
源義経
鎌倉幕府がご恩と奉
公の関係で武士たち
を従えたことや、朝
廷の軍を破って、そ
の力が西国にまで及
ぶようになったこと
を理解できるように
する。
【知①】
「頼朝が東国を治める」（1時間）
・源頼朝がどのようにして武
士たちを従えていったのか
を調べよう。
◇頼朝は、手がらをたてた武
士に新しい土地を与えたと
ころが、清盛とちがう。
◇源頼朝は、ご恩と奉公の関
係で武士を従えたのだ。
◇鎌倉に幕府を置き、東国を
中心に支配し、朝廷の支配
を受けないようにしたのだ。
＊源頼朝と平清盛の人物像
（考え方・行動）に焦点を
当て、比較して考えること
で、源頼朝がどのようにし
て武士たちを従えたのかを
考えるようにする。
＊幕府が置かれた鎌倉を地図
で確かめ、京都との距離を
意識させるようにする。
・源頼朝死後、朝廷から幕府
をたおす命令が出された時、
鎌倉幕府の武士たちはどう
したのかを話し合い、その
後の鎌倉幕府の力を調べよ
う。
◇朝廷に味方せず、幕府を
守ったところから、ご恩と
奉公のつながりの強さが分
かる。
◇承久の乱の後、鎌倉幕府の
力は西国にまで及ぶように
なり、執権の北条氏を中心
とした幕府は、法律（御成
敗式目）や裁判の制度を整
えて支配力を強めていった
のだ。
○《つかませたい内容》と用
語・語句
○ ・鎌倉幕府が御恩と
奉公の関係で武士た
ちを従えたことや、
朝廷の軍を破って、
その力が西国にまで
及ぶようになったこ
とを理解している。
（ノート）
武士の中で勢いが強かった平氏は、平清盛を中心に、藤原氏
に代わって政治を行うようになったが、貴族やほかの武士た
ちの間で不満が高まり、源氏が平氏を滅ぼし、源頼朝が征夷
大将軍になり鎌倉幕府を開いた。
源頼朝は、どのよ
うにして武士たち
を従えていったの
だろうか。
45吉井優太郎・木村　成介
御成敗式目、執権、北条氏、
ご恩と奉公
鎌倉幕府が衰退した
理由を元との戦いと
関連付けて考えられ
るようにする。
【思③】
「元の大軍がせめてくる」（1時間）
・元が攻めてきた経緯を知り、
鎌倉幕府は、どのようにして
元軍と戦ったのかを調べよう。
◇中国を従えた元が日本も従
えようと使者を送ってきたが、
それを退け戦いになった。
◇元は 2度にわたって九州の
北部を攻めてきた。
◇武士たちは、元軍の集団戦術
や火薬兵器（てつはう）など
に苦しみながら、恩賞を得
るため一所懸命戦ったのだ。
◇北条時宗は、博多湾に防塁
を築いたり、全国の武士を
動員したりして九州の守り
を固めたのだ。
◇武士たちの激しい抵抗や暴
風雨などにより、元軍を追
い払ったのだ。
＊ P54 の元と日本の国土の
大きさや元との戦いの絵図
などの資料から、国土や戦
いの方法に大きな違いがあ
ることを読み取ることがで
きるようにする。
・元軍を追い払ったのに、な
ぜ鎌倉幕府の力は弱まって
いったのかについて話し合
おう。
◇幕府は元を退けただけで、
新たに土地を得たわけでは
なかったため、武士たちに
新しい領地を与えることが
できなかったのだ。
◇奉公したのに、ご恩が得ら
れないと、幕府と武士との
関係が崩れ、幕府への不満
がたまっていったのだ。
＊教科書の挿絵から竹崎季長
のエピソードについて学ぶ。
○ ・鎌倉幕府が衰退し
た理由を元との戦い
と関連付けて考え、
適切に表現している。
（ノート）
源頼朝は征夷大将軍となり、ご恩と奉公の関係で武士を従え
た。承久の乱の後、幕府の力は西国にまで及ぶようになり、
執権の北条氏を中心とした幕府は、法律や裁判制度を整えた。
鎌倉幕府は、どの
ようにして元軍と
戦い、その後はど
うなっていったの
だろうか。
46 小学校におけるハテナソンの実践
○《つかませたい内容》と用
語・語句
てつはう、一所懸命、元寇、
北条時宗
????
パフォーマンス課題
に取り組む。
【技②】
「まとめる」（1時間）
・これまでに学んだことを生
かしてパフォーマンス課題
に取り組もう。
「鎌倉時代にタイムスリップ
して源頼朝の側近として生
活することになった。幕府
の存続のためにどのように
生きますか。（側近で影響
力は大きく考えは反映され
る。教科書も一緒にタイム
スリップしている。）」とい
う設定の問題に対して論述
する。
＊意欲を高めるために同じよ
うな設定の映画である「信
長協奏曲」の映像を見せる。
○ ・武士の発生から元
寇までの主なできご
とと、人物の願いや
働きを相互に関連付
けて振り返り、自分
なりの考えを表現し
ている。（ノート）
元は日本に服従を求めてきたが、北条時宗が退けた。全国か
ら集まった武士は恩賞を得るために一所懸命に戦ったが、領
地を与えられず、幕府と武士の関係が崩れた。
